
品 名：90049_635001_020_06_東京海上日本株アクティブファンド_813831.docx 

日 時：2020/5/13 10:09:00 

ページ：1 

 

 

東京海上日本株アクティブファンド 

 
東京都千代田区丸の内１－８－２ 鉃鋼ビルディング 

お問い合わせ窓口 

東京海上アセットマネジメント サービスデスク 0120-712-016 

受付時間：営業日の９時～17時 

https://www.tokiomarineam.co.jp/ 

 

 

 

 
 

東京海上 

日本株アクティブファンド 

 

満期償還 運用報告書（全体版） 
 

第20期（償還日 2020年３月19日） 

 

受益者のみなさまへ 

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお

礼申し上げます。 

さて、「東京海上日本株アクティブファ

ンド」は、このたび、2020年３月19日

をもちまして満期償還となりました。

ここに、運用経過と償還の内容をご報

告申し上げます。 

長年のご愛顧に対し厚くお礼申し上げ

ますと共に、今後とも当社ファンドに

つきましてお引き立てを賜りますよう

お願い申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 
追加型投信／国内／株式 
(課税上は株式投資信託として取扱われ
ます。） 

信託期間 2000年３月21日から2020年３月19日 

運用方針 
信託財産の中長期的な成長を目指して
運用を行います。 

主要投資 
対 象 

東京海上日本株 
ア ク テ ィ ブ 
フ ァ ン ド 

｢ ＴＭＡ日 本株アク
ティブマザーファン
ド」を主要投資対象と
します。 

ＴＭＡ日本株 
ア ク テ ィ ブ 
マザーファンド 

日本株式 

投資制限 

東京海上日本株 
ア ク テ ィ ブ 
フ ァ ン ド 

株式への投資割合は、
制限なし 

外貨建資産への実質投
資割合は、20％以下 

ＴＭＡ日本株 
ア ク テ ィ ブ 
マザーファンド 

株式への投資割合は、
制限なし 

外貨建資産への投資割
合は、20％以下 

分配方針 
毎決算時に経費控除後の利子、配当収入
および売買益などのうちから、基準価額
水準等を勘案して、分配を行う方針です。 
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原則、各表の数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記していますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と一致し

ない場合があります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

また、－印は組み入れまたは売買がないことなどを示しています。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 銭 円 ％  ％ ％ 百万円 

16期(2016年３月22日) 7,889    0 △11.9 1,369.93 △13.3 99.2 345 

17期(2017年３月21日) 8,788    0 11.4 1,563.42 14.1 99.3 338 

18期(2018年３月20日) 10,538    0 19.9 1,716.29 9.8 99.3 326 

19期(2019年３月20日) 9,675    0 △ 8.2 1,614.39 △ 5.9 99.5 283 

(償還時) (償還価額)       

20期(2020年３月19日) 8,091.79 － △16.4 1,283.22 △20.5 － 183 
 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 
 

 
○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 株   式 

組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 銭 ％  ％ ％ 

2019年３月20日 9,675    － 1,614.39  － 99.5 

３月末 9,702    0.3 1,591.64  △ 1.4 98.4 

４月末 10,012    3.5 1,617.93  0.2 98.8 

５月末 9,248    △ 4.4 1,512.28  △ 6.3 98.8 

６月末 9,511    △ 1.7 1,551.14  △ 3.9 99.8 

７月末 9,887    2.2 1,565.14  △ 3.1 100.2 

８月末 9,633    △ 0.4 1,511.86  △ 6.4 99.9 

９月末 10,071    4.1 1,587.80  △ 1.6 98.6 

10月末 10,491    8.4 1,667.01  3.3 98.5 

11月末 10,702    10.6 1,699.36  5.3 98.7 

12月末 10,950    13.2 1,721.36  6.6 99.4 

2020年１月末 10,776    11.4 1,684.44  4.3 100.0 

２月末 9,695    0.2 1,510.87  △ 6.4 100.8 

(償還時) (償還価額)     

2020年３月19日 8,091.79 △16.4 1,283.22  △20.5 － 
 

（注） 騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 
 

ベンチマークはTOPIX（東証株価指数）です。 
TOPIXは、東京証券取引所の知的財産であり、この指数の算出、数値の公表、利用など株価指数に関するすべての権利は東京証券取引所が
有しています。東京証券取引所は、TOPIXの算出もしくは公表の停止またはTOPIXの商標もしくは使用の停止を行う権利を有しています。 
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○運用経過 (2019年３月21日～2020年３月19日) 

■期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首（2019年３月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

（注） ベンチマークは、TOPIX（東証株価指数）です。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
プラス要因 

・期中、米中の貿易問題の対立が緩和し、企業業績の改善期待が高まったこと 

・各国中央銀行の金融緩和姿勢の継続 

 

マイナス要因 

・期前半、米中貿易摩擦が激化したこと 

・新型コロナウイルスの感染拡大による景気減速懸念 
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■投資環境 
当期、国内株式市場は、米中貿易協議の進展期待から上昇して始まりましたが、米国による対中追加関税の実施や円高の

進行が嫌気されて2019年８月まで下落基調となりました。９月に入り、米中貿易協議再開の観測やECB（欧州中央銀行）に

よる量的金融緩和の再開などを受けて国内株式市場は大きく持ち直しました。 

10月以降も米中貿易問題が好転の様相を見せたことで、世界経済の先行きに対して楽観的な見方が広がり、国内株式市場

の上昇は続きました。また、FRB（米連邦準備制度理事会）が予想通り利下げを実施したことや、為替市場が円安傾向で推

移したことも追い風となりました。 

2020年１月中旬以降は、新型コロナウイルスの感染拡大による景気減速懸念から、国内株式市場は下落に転じ、期末にか

けては、欧州・米国でも新型コロナウイルスの感染が拡大したことや原油価格の下落などが悪材料視されて、急落しました。 

 

■ポートフォリオについて 
＜東京海上日本株アクティブファンド＞ 

「ＴＭＡ日本株アクティブマザーファンド」を主要投資対象とし、高位の組入比率を維持しました。 

当ファンドの基準価額は、マザーファンドの値動きを反映し、16.4％下落しました。 

 

＜ＴＭＡ日本株アクティブマザーファンド＞ 

中長期的にベンチマークであるTOPIX（東証株価指数）を上回る運用成果を目標としました。超過収益獲得のための運用

戦略として、「業種配分」と「銘柄選択」を適切に配分・選択することを付加価値の源泉としました。 

当期の国内株式市場は、前半は米中対立の影響による景気減速懸念から景気敏感業種が見送られ安定成長業種が選好さ

れました。後半は米中の関係改善期待や企業業績の底打ち観測から景気敏感業種が買い戻されましたが、新型コロナウイル

スの感染拡大により世界景気の先行きが懸念された３月は景気敏感業種や金融関連が急落しました。 

当ファンドの投資戦略としては、５G（第５世代移動通信システム）関連の投資需要の拡大による半導体市場の成長を予

想して半導体製造装置を中心としたエレクトロニクス関連や安定成長を期待する医薬品の組入比率を相対的に高位に保ち

ました。 

以上の運用の結果、基準価額は14.3％下落しました。 

 

■当ファンドのベンチマークとの差異 
基準価額の騰落率は△16.4％となり、ベンチ

マークであるTOPIXの騰落率△20.5％を4.1％上回

りました。 

（主な差異要因） 

プラス要因 

・半導体関連を中心とするエレクトロニクス関連

銘柄の保有 

・新薬開発への期待が高まった医薬品関連銘柄の

保有 

 

マイナス要因 

・業績の安定度が高い通信セクターの業種ウェイ

トを市場平均より低くしていたこと 

・バリュエーションが割高な銘柄の株価が下落し

たこと 

 

 

■分配金 
該当事項はありません。   

 
（注） ベンチマークは、TOPIX（東証株価指数）です。 
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○設定来の運用経過 (2000年３月21日～2020年３月19日) 

■設定来の基準価額等の推移 
 

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） ベンチマークは、設定時（2000年３月21日）の値が10,000となるように指数化したものです。 

（注） ベンチマークは、TOPIX（東証株価指数）です。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
プラス要因 

・アベノミクスなどの金融・財政政策による景気回復と業績の改善 

・企業が資本政策について株主を重視する方針に転換する姿勢が見られたこと 

 

マイナス要因 

・米国のサブプライムローン問題や欧州債務問題などの海外リスク 

・デフレ環境の継続や消費増税の影響による日本国内の内需の低迷 
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■投資環境 
国内株式市場は、ITバブルの崩壊や国内銀行の不良債権問題などが意識され2003年春にかけて軟調な展開となりました

が、その後は好調な企業収益が評価され上昇に転じました。2008年は米国のサブプライムローン問題に端を発する信用収縮

懸念から急落し、その後も欧州債務問題や2011年には東日本大震災によるサプライチェーン（供給網）の断絶による企業業

績の悪化などを背景に国内株式市場の低迷が続きました。 

2012年の安倍政権発足後は、「アベノミクス」と呼ばれる積極的な財政政策と金融緩和による景気対策や株主を重視する

企業の姿勢の転換を好感して、国内株式市場は上昇に転じました。2018年は米国の金融政策の転換により国内株式市場は下

落しましたが、2019年には米国の金融政策が再び緩和姿勢を強めたことから上昇に転じました。しかし、2020年に入り新型

コロナウイルスの感染拡大が嫌気されて国内株式市場は急落し、償還を迎えました。 

 

■ポートフォリオについて 
＜東京海上日本株アクティブファンド＞ 

「ＴＭＡ日本株アクティブマザーファンド」を主要投資対象とし、高位の組入比率を維持しました。 

当ファンドの基準価額は、マザーファンドの値動きを反映し、19.1％下落しました。 

 

＜ＴＭＡ日本株アクティブマザーファンド＞ 

中長期的にベンチマークであるTOPIX（東証株価指数）を上回る運用成果を目標としました。超過収益獲得のための運用

戦略として、「業種配分」と「銘柄選択」を適切に配分・選択することを付加価値の源泉としました。業種配分は、当社会

社独自の業種分類によりセクターウェイトを決定し、個別銘柄については、徹底した企業調査・分析をベースに成長性と割

安度の双方の視点から銘柄選択を行いました。 

以上の運用の結果、基準価額は25.1％上昇しました。 

 

■当ファンドのベンチマークとの差異 
基準価額の騰落率は△19.1％となり、ベンチマークであるTOPIXの騰落率△23.3％を4.2％上回りました。 

 

（主な差異要因） 

プラス要因 

・個別銘柄選択が奏功したこと 

 

マイナス要因 

・信託報酬などのコスト 

 

■分配金 
当ファンドの収益分配方針に基づき、市況動向や運用の効率性などを勘案し、設定来、収益分配は行いませんでした。詳

しくは、後掲の「投資信託財産運用総括表」をご覧ください。 

 

当ファンドは、2020年３月19日をもちまして償還となりました。最後に、受益者の皆さまのご愛顧に心よりお礼を申し上

げますとともに、今後とも当社ファンドにつきまして一層のお引き立てを賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2019年３月21日～2020年３月19日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 210  2.084  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 77)  (0.768)  ＊委託した資金の運用、基準価額の計算、目論見書作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (121)  (1.207)  ＊購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの 
 管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 11)  (0.110)  ＊運用財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 6   0.059   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
＊売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  6)  (0.059)   

（c） そ の 他 費 用 4   0.043   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  4)  (0.043)  ＊監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 220   2.186    

期中の平均基準価額は、10,056円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含

みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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○売買及び取引の状況 (2019年３月21日～2020年３月19日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＴＭＡ日本株アクティブマザーファンド 1,686 2,465 195,926 257,143 

 
 
 
○株式売買比率 (2019年３月21日～2020年３月19日) 

 

項 目 
当 期 

ＴＭＡ日本株アクティブマザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 46,463,425千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 44,368,031千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.04   
 

（注） (b)は、各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

（注） (c)は、小数点以下２位未満を切り捨てています。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年３月21日～2020年３月19日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2020年３月19日現在) 

 

 2020年３月19日現在、有価証券等の組入れはございません。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 

口 数 

 千口 

ＴＭＡ日本株アクティブマザーファンド 194,240 
 
 
  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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東京海上日本株アクティブファンド 

○投資信託財産の構成 (2020年３月19日現在) 

項 目 
償 還 時 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

コール・ローン等、その他 186,885 100.0 

投資信託財産総額 186,885 100.0 
 
 
 

○資産、負債、元本及び償還価額の状況 （2020年３月19日現在) 

項 目 償 還 時 

  円 

(A) 資産 186,885,643   

 コール・ローン等 186,885,643   

(B) 負債 2,993,697   

 未払解約金 63,729   

 未払信託報酬 2,868,114   

 未払利息 1,562   

 その他未払費用 60,292   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 183,891,946   

 元本 227,257,436   

 償還差損金 △ 43,365,490   

(D) 受益権総口数 227,257,436口 

 １万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) 8,091円79銭 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は292,986,286円、期中追加設定元本

額は2,559,546円、期中一部解約元本額は68,288,396円です。 

（注） 上記表中の１万口当たり償還価額が、投資信託財産の計算に関

する規則第55条の６第11号に規定する計算口数当たりの純資

産の額となります。 

○損益の状況 (2019年３月21日～2020年３月19日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      1,562   

 支払利息 △      1,562   

(B) 有価証券売買損益 △ 30,101,023   

 売買益 5,414,075   

 売買損 △ 35,515,098   

(C) 信託報酬等 △  5,864,090   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 35,966,675   

(E) 前期繰越損益金 34,723,557   

(F) 追加信託差損益金 △ 42,122,372   

 (配当等相当額) (   66,341,729)  

 (売買損益相当額) (△108,464,101)  

 償還差損金(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △ 43,365,490   
 

（注） (C)信託報酬等は、消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金は、信託の追加設定の際、追加設定をした

価額から元本を差し引いた差額分です。 
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東京海上日本株アクティブファンド 

○投資信託財産運用総括表 
 

信 託 期 間 
投資信託契約締結日 2000年３月21日 投資信託契約終了時の状況 

投資信託契約終了日 2020年３月19日 資 産 総 額 186,885,643円 

区   分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託 
負 債 総 額 2,993,697円 

純 資 産 総 額 183,891,946円 

受益権口数 1,000,000,000口 227,257,436口 △772,742,564口 受 益 権 口 数 227,257,436口 

元 本 額 1,000,000,000円 227,257,436円 △772,742,564円 １万口当たり償還金 8,091円79銭 

毎計算期末の状況 

計 算 期 元 本 額 純資産総額 基準価額 
１万口当たり分配金 

金   額 分 配 率 

第１期 2,253,966,333円 1,603,087,206円 7,112円 0円 0％ 

第２期 2,509,990,810   1,571,875,846   6,262   0   0   

第３期 2,558,511,511   1,119,933,670   4,377   0   0   

第４期 2,598,531,525   1,557,314,636   5,993   0   0   

第５期 2,642,280,609   1,649,550,231   6,243   0   0   

第６期 2,613,853,961   2,469,316,257   9,447   0   0   

第７期 2,765,224,497   2,633,185,702   9,523   0   0   

第８期 2,059,988,000   1,401,905,511   6,805   0   0   

第９期 1,714,857,570   659,863,066   3,848   0   0   

第10期 1,883,167,040   937,087,355   4,976   0   0   

第11期 2,134,496,388   974,692,338   4,566   0   0   

第12期 2,175,286,264   967,586,729   4,448   0   0   

第13期 1,918,263,795   1,049,519,585   5,471   0   0   

第14期 908,129,220   569,576,521   6,272   0   0   

第15期 494,899,602   442,998,133   8,951   0   0   

第16期 438,451,449   345,904,265   7,889   0   0   

第17期 385,238,845   338,561,069   8,788   0   0   

第18期 309,542,169   326,182,298   10,538   0   0   

第19期 292,986,286   283,454,703   9,675   0   0   
 
 
 

○償還金のお知らせ  

１万口当たり償還金（税込み） 8,091円79銭 
 
 
 

○お知らせ  

 弊社ホームページアドレスを一部変更したことに伴い、2019年10月１日付で所要の約款変更を行いました。 
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